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当
時
の
施
設
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要 

平成元年４月１日開設 

入所定員 50 人 

建設費用４億 9,064 万円 

施設面積 2,060 ㎡ 

平成５年４月開設 

入所定員 50 人、通所定員 10人 

建設費用５億 6,347 万円 

施設面積 1,944.99 ㎡ 

あ
と
が
き 

昭和 55 年４月開設 

入所定員 50 人、通所定員 15 人 

建設費用２億 2,260 万円 

施設面積 2,181.37 ㎡ 
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